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第 5 章では、第 4 章において確認された地域を越えて展
開するイスラーム団体／組織の活動について論じた。これ
まで一部の団体を除いて十分に明らかにされてこなかった、
脱領域的に展開する団体の活動の実態を捉えると共に、ネ
ットワークの拡大が個人にもたらす効果について確認した。 
 寄付金の募集のための移動や、モスク設立時における団
体／組織の関与からも窺われるように、地域を超えた移動
の存在は、滞日ムスリムのコミュニティの在り様を検討す
る上で、比較的限定された領域内で収束する社会関係のみ
ならず、脱領域的に展開する社会関係の捕捉の必要性を提
起した。団体が設立する複数のモスクは、地域を超えた紐
帯の形成と統一的な集合行動を可能にするものであり、こ
のような基盤の形成は超域的な教育や墓地取得などの集合
的行動を生成する基盤となる可能性がある。また脱領域的
に展開するネットワークと個人の関係性についても論じ、
宗教活動による地域を越えた移動がもたらす効果について
確認した。 
 
第 6章では、第4章および第5章において明らかになっ
た知見を統合的に考察した。イスラームを共通項として展
開する資源動員の状況や団体による「統合」過程と、地域
におけるモスクの「分化」が同時進行的に生起している状
況が、滞日ムスリムにとってどのような意味を持つのかと
いう点について考察を実施した。モスクの設立が容易にな
ったことで、モスクのカバーする領域は細分化され、モス
クが設立されている地域の周辺でも、新たなモスクが設立
されることがある。国籍や宗派によっても、滞日ムスリム
の独自の社会空間のバリエーションが生じ、成員の属性に
応じて、付与される制度の在り様も異なってくる。滞日ム
スリム・コミュニティは、地理的には地域内や地域を越え
て展開し、取り結ばれる種々のネットワークの総体として
のコミュニティという性格を持っているが、それは未だ「統
合」と「分化」のさなかにある。 
 
 
第 7章では、ムスリムが自力で整備し、未だ形成過程に
ある制度空間を、どのように滞日ムスリムが認識しており、
制度空間が、滞日ムスリムにどのような影響をもたらして
いるのかという点について集団の位相から立ち返り、個人
の位相を「在日ムスリム調査」の調査結果から改めて分析
した。分析の過程では、第 1 章で取り上げた、「制度利用
と適応」の位相の検討を主題とした。具体的にはクラスタ
ー分析による分類および構造方程式モデルによる制度利用
と適応観の因果関係の探索を実施した。その結果4つ滞日
ムスリム類型が析出された。分析の結果からは、意識的側
面、社会経済的側面などを統合した形での、滞日ムスリム
という集団の類型が提示された。また、4 つの類型全てに
おいて、「同国人」「ムスリム」との関係性は積極的な意味
をもって受容されており、主観的な適応観や生活満足度に
正の効果をもたらすものであったことが明らかとなった。
制度空間の利用は、各々のカテゴリにおいても、維持され
る傾向がある。ムスリムが利用する制度空間やそこで取り
結ばれる社会的ネットワークは、日本社会においてムスリ
ムとして生活を送る上で概ね主観的適応観の上昇に効果的
であることが示唆された。先行する各章で明らかにした制
度利用を中心として取り結ばれる社会的ネットワークを含
め、滞日ムスリム・コミュニティは彼らが日本で暮らして
いく上で日本社会が現在回収することのできない問題に対
処する機能だけでなく、彼らにとっての適応を促進させる
機能を提供していることが明らかとなった。 
 
結章では、以上の知見を総合するとともに、滞日ムスリ
ム・コミュティを取り巻く課題について日本社会との関係
性も視野に入れ論じた。滞日ムスリムは、連帯を基盤とし
つつ、自力で宗教的基盤を整備してきた。ピーク時より人
数は減ったものの、内部資源の増大やネットワークの拡大
を背景として、宗教的基盤は強化されてきた。その活動は、
単に宗教的需要を満たすにとどまらず、礼拝施設を媒介と
して社会関係資本を生み出す要因となり、ムスリムがおか
れた構造的に不利な状況の克服、時には上昇移動を可能に
し、異文化環境における適応感の上昇における一つの要因
ともなる。滞日ムスリム・コミュニティは、滞在期間の長
期化、生活の安定、上昇移動、在留資格や国籍の多様化と
いった要素を内包しつつ発展してきたことで、複雑化して
いる傾向にあるが、各地で展開するコミュニティは、問題
を抱えているものの、日本社会に着実に形成されている。 
今後は、以上のような認識から出発し、日本社会との関係
性を含めた、各地域における個別のイッシューへのアプロ
ーチが求められる。 
